
議
は
後
掲
の
と
お
り
で
す
。

　

第
三
部
は
、
安
芸
ひ
ろ
し
ま
武
将
隊
の

平ひ
ら
お
か
ゆ
う
い
ち

岡
優
一
氏
に
よ
る
「
広
島
の
歴
史
と
広

島
城
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
岡
氏
は
毛も
う

利り

元も
と
な
り就
に
扮
し
た
甲
冑

姿
で
熱
く
広
島
の
歴
史
を
語
ら
れ
、
参
加

者
は
「
広
島
に
住
ん
で
い
な
が
ら
知
ら
な

い
話
も
多
い
。」
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
武
将
隊
に
よ
る
歌
と
踊
り
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

１�　

み
ん
な
が
共
に
支
え
あ
い
と
も
に
生

き
る
「
共
生
社
会
」
を
実
現
し
よ
う

　

第
一
部
の
式
典
の
部
で
は
、
市
身
連
の

蔵く
ら
も
と本
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、
向む
か

井い

会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
次
の
３
名
の
方
に
更
生

援
護
功
労
者
市
身
連
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

・
行ゆ
き
と
も友　

延の
ぶ

喜き

（
安
佐
南
区
身
障
協
）

・
廿は
た
え
だ枝　

敦あ
つ

子こ

（
肢
体
協
）

・
新し
ん

矢や

チ
エ
ミ
（
中
途
失
聴
・
難
聴
協
）

※
敬
称
略

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
広
島
市
長
松ま
つ

井い

一か
ず

實み

様
（
代
理
・
升ま
す

島じ
ま

博ひ
ろ
し

健
康
福
祉
局

障
害
福
祉
部
長
）
及
び
広
島
市
議
会
議
長

の
八は
ち
じ
ょ
う
の
り
ひ
こ

條
範
彦
様
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
議

院
議
員
の
岸き
し

田だ

文ふ
み

雄お

様
・
斉さ
い
と
う藤
鉄て
つ

夫お

様
の

秘
書
官
、
平ひ
ら
ぐ
ち口
洋ひ
ろ
し

様
の
奥
様
に
代
理
出

席
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
祝
電
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
議
事
の
部
で
は
、
議
案
と
し

て
提
出
し
た
大
会
宣
言
と
要
望
事
項
で
あ

る
決
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
宣
言
及
び
決

　

７
月
13
日（
日
）、
広
島
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
５
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
市
身
連

加
盟
団
体
の
代
表
者
な
ど
一
二
〇
名
を
超

え
る
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、「
第
72
回

広
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
を
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。

２�　

市
身
連
及
び
加
盟
団
体
組
織
体
制
の

強
化
を
図
ろ
う

大
会
宣
言

　

広
島
市
の
身
体
障
害
者
の
代
表
が
一
堂

に
会
し
、「
第
72
回
広
島
市
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
も
平
素
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
理
解
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
身
連
は
、
身
体
障
害
者
の
自
立
を
促

進
し
、
社
会
参
加
と
平
等
の
基
本
理
念
に

基
づ
く
福
祉
の
推
進
を
図
り
、
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
、
改
正
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
や
広
島
市
の
障
害
者
関
係

計
画
も
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
障
害
者
の
活
動
や
社
会
参
画
を
制
約

す
る
要
因
を
取
り
除
き
地
域
で
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
ま
た
障
害
に
関
す
る

理
解
や
関
心
が
深
ま
り
社
会
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
被
爆
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
一

第 130 号
発行者

公益社団法人
広島市身体障害者
福祉団体連合会

第
72
回
広
島
市
身
体
障
害
者

福
祉
大
会

第72回広島市身体障害者福祉大会開会式

市身連会長表彰を受ける受章者
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障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
費
」
及
び

「
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営

等
事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
以
上

の
規
模
の
予
算
を
措
置
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

こ
れ
ら
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
後
日

文
書
で
広
島
市
か
ら
回
答
を
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
広
島
市
か

ら
の
委
託
を
受
け
当
連
合
会
が
管
理
・
運

行
し
て
い
る
「
福
祉
バ
ス
」
に
つ
い
て
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
早
く
更
新

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
市
か
ら

は
、
引
き
続
き
関
係
業
者
と
の
調
整
に
取

り
組
む
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
27
日（
水
）、
広
島
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
７
月
13
日
の
福
祉
大

会
で
決
議
し
た
要
望
事
項
及
び
来
年
度
の

障
害
福
祉
関
係
の
予
算
措
置
を
広
島
市
に

求
め
る
「
要
望
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

広
島
市
側
か
ら
は
、
健
康
福
祉
局
障
害

福
祉
部
の
升ま
す

島じ
ま

部
長
、
村む
ら

戸と

障
害
福
祉
課

長
、
栗く
り
は
ら原
主
幹
ほ
か
担
当
職
員
、
市
身
連

か
ら
は
、
向む
か

井い

会
長
、
中な
か
が
み神
副
会
長
、
蔵く
ら

本も
と

副
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
10
名
及
び
事

務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
出
席
し
た
役

員
か
ら
項
目
ご
と
に
、
事
例
を
交
え
な
が

ら
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、

向
井
会
長
が
要
望
内
容
を
説
明
し
、
そ
の

実
現
を
市
当
局
に
求
め
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
前
述
の
福
祉
大
会
決
議

（
要
望
事
項
）
の
と
お
り
で
、
予
算
措
置

要
望
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
令
和
８
年
度
予
算
措
置
要
望
事
項
》

一�　

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

推
進
す
る
市
身
連
の
活
動
費
の
確
保
に

ご
高
配
を
い
た
だ
き
た
い
。

二�　

市
身
連
に
委
託
さ
れ
て
い
る
「
身
体

進
に
関
す
る
要
望

　

⑴�　

発
災
時
の
ろ
う
者
の
安
心
な
避

難
、
避
難
所
で
の
情
報
保
障
の
確
保

等
環
境
の
整
備

　

⑵�　

広
島
駅
周
辺
地
域
で
の
歩
行
困
難

者
の
円
滑
な
移
動
の
確
保

３　

相
談
支
援
の
充
実
に
関
す
る
要
望

　

⑴�　

市
役
所
・
福
祉
事
務
所
窓
口
に
お

け
る
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

⑵�　

難
聴
者
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

貸
与

昨
年
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
昨
年

の
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
な

ど
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
重
要
性
と
、
そ
れ
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
は
、
従
来

に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
の

心
」
を
発
信
す
る
こ
と
を
含
め
、
自
ら
の

選
択
と
決
定
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
参
加
す
る
主
体
と
し
て
活
躍
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
あ

っ
て
も
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔

て
る
こ
と
な
く
、
人
権
及
び
平
等
の
機
会

が
保
障
さ
れ
る
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め

に
、
会
員
と
の
強
い
連
携
の
も
と
、
一
致

団
結
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ

に
宣
言
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
決
議
（
要
望
事
項
）

１�　

虐
待
の
防
止
・
差
別
の
解
消
と
理

解
・
交
流
の
促
進
に
関
す
る
要
望

　

⑴�　

広
島
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定

　

⑵�　

市
長
の
全
国
手
話
言
語
市
区
長
会

へ
の
入
会

　

⑶�　
「
手
話
言
語
国
際
デ
ー
」（
９
／

23
）
に
お
け
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ

２�　

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
整
備
の
推

安芸ひろしま武将隊によるパフォーマンス

広
島
市
へ
の「
要
望
の
会
」開
催

升島部長に要望書を手渡す向井会長
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続
い
て
、
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
の

円
滑
な
運
用
、
災
害
時
を
含
め
全
て
の
場

面
で
障
害
を
理
由
に
不
利
益
を
被
ら
な
い

社
会
環
境
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
活
動
す

る
こ
と
を
誓
う
大
会
宣
言
な
ど
を
採
択
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
２
年
後
に
横
浜
市

で
開
催
さ
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
ポ
２

０
２
７
」に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ

ワ
ー
や
ク
ル
ー
ズ
体
験
、
シ
ウ
マ
イ
の
崎

陽
軒
の
工
場
見
学
、
新
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博

物
館
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

島
市
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
広
島
市
で
開
催
予
定
だ
っ

た
こ
の
大
会
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
。

そ
の
後
３
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
昨
年

は
石
川
県
で
開
催
す
る
予
定
が
能
登
半
島

地
震
の
た
め
中
止
と
な
り
、
実
に
６
年
振

り
の
リ
ア
ル
開
催
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
日
身
連
の
阿あ

べ部
会
長
、

神
奈
川
県
身
障
連
合
会
の
内な
い
と
う藤
会
長
、
横

浜
市
身
障
団
体
連
合
会
の
内う
ち

田だ

理
事
長
、

川
崎
市
身
障
協
会
の
関せ
き
や
ま山
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
黒く
ろ
い
わ岩

祐ゆ
う

治じ

神
奈
川
県
知
事

か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
身
連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
当

会
か
ら
は
大お
お
ば
や
し
の
り
た
か

林
載
孝
氏
（
難
聴
協
）
が
被

表
彰
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
障
害
種
別
ご
と
に
賞
品

贈
呈
を
行
い
、
岡お
か

井い

理
事
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
で
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
成
績
を
基
に
、
９
月
７
日

に
京
都
市
で
開
か
れ
た
政
令
指
定
都
市
親

善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
出
場
選
手
選
考
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日（
水
）、
社
会
福
祉
法
人
日

本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
日
身
連
）　

令
和
７
年
度
第
１
回
定
時
評
議
員
会
が
横

浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
の
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
向
井
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
決
算

審
査
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
、
令

和
７
年
度
補
正
予
算
案
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。空
席
と
な
っ
て
い
た
常
務
理
事（
事

務
局
長
）
に
君き
み
じ
ま
じ
ゅ
ん
じ

島
淳
二
氏
が
就
任
す
る
こ

と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、「
意

見
交
換
の
場
」
と
い
う
時
間
を
設
け
、
防

災
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

翌
12
日（
木
）に
、
第
70
回
日
本
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
か
な
が
わ
大
会
が
、
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
ノ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
、
広

　

５
月
24
日（
土
）に
、
ミ
ス
ズ
ボ
ウ
ル�

で
、
市
身
連
主
催
の
「
第
26
回
広
島
市
身

体
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
選
手
23

名
の
ほ
か
、
役
員
や
手
話
通
訳
、
介
助
者
、

事
務
局
な
ど
の
参
加
の
も
と
、
に
ぎ
や
か

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
身
連
体
育
部
の
上か
み

土ど

い井
部
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
、
競
技
上
の
諸
注
意
の
説
明
の

あ
と
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

一
人
２
ゲ
ー
ム
ず
つ
投
球
し
得
点
を
競

い
ま
し
た
。
優
勝
か
ら
３
位
ま
で
の
得
点

差
が
わ
ず
か
３
点
と
い
う
白
熱
し
た
勝
負

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市身連ボウリング大会の様子

第
26
回
広
島
市
身
体
障
害
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
70
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
か
な
が
わ
大
会

第70回日身連全国大会かながわ大会開会式

シウマイ崎陽軒横浜工場の見学の風景
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手
・
今い
ま
お
か
た
つ

岡
達
也や

選
手
（
ろ
う
協
）、
林は
や
し
だ田

達た
つ
ろ
う郎
選
手
（
肢
体
協
）
の
５
名
・
１
チ
ー

ム
が
出
場
、
参
加
８
チ
ー
ム
中
６
位
と
い

う
成
績
で
し
た
。

　

来
年
は
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
24
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
障
ス
ポ
２
０
２

５
」
が
『
湖
国
の
感
動　

未
来
へ
つ
な
ぐ
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
10
月
25
日
か

ら
27
日
の
３
日
間
、
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

広
島
市
選
手
団
と
し
て
、
個
人
競
技
24

名
・
団
体
競
技
９
名
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

選
手
の
方
々
は
、
持
て
る
力
を
十
分
に

出
し
切
り
、
目
標
と
す
る
記
録
・
順
位
を

目
指
す
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
楽
し
ん
で

き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（

以
下
敬
称
略
）

［
団
長
］�

広
島
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

副
会
長　

安や
す
も
り森　

博ひ
ろ
ゆ
き幸

［
陸
上
］�

青あ
お

木き　
　

涼り
ょ
う、
久く

ぼ保　

龍り
ゅ
う
た太
、�

仲な
か
し
げ重　

大ひ
ろ

夢む

、
三み

原は
ら　

に
こ
、�

川か
わ
に
し西　

宏こ
う
せ
い征
、
髙た
か
は
し橋　
　

遼り
ょ
う、

す
こ
と
［
肢
体
障
害
者
部
会
］

・�

物
価
上
昇
等
に
見
合
っ
た
補
装
具
の
基

準
額
の
設
定
［
視
覚
障
害
者
部
会
］

・�

福
祉
事
務
所
の
障
害
者
対
象
窓
口
へ
の

文
字
認
識
用
ア
ク
リ
ル
製
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
設
置
［
難
聴
障
害
者
部
会
］

　

交
流
会
で
は
、
障
害
別
・
地
域
別
の
席

に
分
か
れ
、
参
加
者
同
士
が
交
流
・
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
舞
台
で
は
芸
妓
さ
ん
・

舞
妓
さ
ん
に
よ
る
祇
園
お
ど
り
が
披
露
さ

れ
、
優
雅
な
踊
り
に
参
加
者
は
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
）
が
京
都
市
北
部
の
Ｍ
Ｋ

上
賀
茂
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
市
か
ら
は
、
吉よ
し

田だ

孝こ
う
そ
う三
選
手
（
視

障
協
）、
新し
ん
の
う
よ
し
ひ
ろ

納
義
弘
選
手
・
今い
ま
お
か
ゆ
う

岡
裕
子こ

選

都
市
の
中な
か
や
ま山
主
席
副
会
長
、
次
期
開
催
地

の
福
岡
市
の
明め
い

治じ

会
長
、
大
阪
市
の
手て

嶋し
ま

会
長
が
議
長
団
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
開
催
地
で
あ
っ
た
大

阪
市
身
体
障
害
者
団
体
協
議
会
の
向む
か

井い

原は
ら

事
務
局
長
か
ら
前
回
の
決
議
事
項
の
処
理

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
政
令
指
定
都
市
の
各
障
害
者

団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
43
の
議
題
及
び
情

報
交
換
項
目
が
、
障
害
別
の
６
部
会
に
付

託
さ
れ
、
各
部
会
に
お
い
て
熱
心
に
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
の
提
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交
付
対

象
を
上
肢
障
害
者
３
級
ま
で
に
、
見
直

　

９
月
６
日（
土
）に
京
都
市
で
、
第
66
回

政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

絡
協
議
会
が
、
ま
た
翌
７
日（
日
）に
は
、

親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

連
絡
協
議
会
は
、
開
会
式
で
京
都
市
障

害
者
団
体
連
合
会
の
伊い

吹ぶ
き
ぶ
ん
め
い

文
明
会
長
、
政

令
指
定
都
市
障
害
者
福
祉
団
体
連
絡
協
議

会
の
浅あ
さ

香か

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
松ま
つ

井い

京
都

市
長
、
下し
も
む
ら村
京
都
市
会
議
長
、
日
身
連
の

阿あ

べ部
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、
京開会式で挨拶される京都市伊吹会長

舞妓さんと広島市身連参加者

政令市親善スポーツ大会の開会式

第
66
回
政
令
指
定
都
市

身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

並
び
に
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
24
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
広
島
市
代
表
選
手
団
決
定
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害
者
相
談
員
の
奥お
く

田だ

春は
る
と
し寿
氏
か
ら
オ
ス
ト

メ
イ
ト
日
常
生
活
復
活
事
業
を
通
じ
た
相

談
員
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
相
談
件
数
の
拡
大
の
た
め
、
①
オ
ス

ト
メ
イ
ト
協
会
を
通
じ
た
相
談
件
数
の
拡

大
、
②
民
生
委
員
な
ど
他
団
体
と
の
連

携
、
③
身
障
協
会
と
の
連
携
、
④
相
談
し

や
す
い
環
境
の
創
設
を
柱
に
据
え
、
自
治

体
別
相
談
会
の
実
施
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
カ

フ
ェ
の
開
設
、
病
院
内
で
の
相
談
会
の
開

催
、
公
民
館
や
役
所
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

二
つ
目
の
取
組
事
例
発
表
は
、
鳥
取
県

西
伯
郡
伯
耆
町
身
体
障
害
者
相
談
員
の
花は
な

倉く
ら　

積つ
も
る氏
の
「
相
談
員
の
再
配
置
に
向
け

17
年
に
個
人
教
室
を
開
設
し
平
成
26
年
に

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
し
て
開

業
。
現
在
、
総
勢
40
名
弱
の
利
用
者
が
在

籍
し
て
お
り
、
障
害
者
が
描
い
た
絵
画
や

立
体
作
品
を
個
人
や
企
業
に
貸
し
出
し
た

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
製
作
・
販
売

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
の
効
用
を
感
じ
て
き
た
妹
尾
さ

ん
は
「
誰
も
が
一
人
の
市
民
と
し
て
普
通

に
生
き
る
た
め
、
人
と
の
関
わ
り
に
自
信

が
な
い
人
や
、
外
出
機
会
の
少
な
い
障
害

者
や
高
齢
者
が
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
れ
ば
」
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
創
出
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
組
事
例
発
表
で
は
、
鳥
取
市
身
体
障

　

こ
の
研
修
会
は
、
中
・
四
国
各
県
か
ら

身
体
障
害
者
相
談
員
が
集
い
研
修
を
受

け
、
相
談
員
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
団
体
相
互
の
連
携
を
密
に

し
、
各
地
の
相
談
業
務
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
一
二
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
熱

心
に
講
演
、
取
組
事
例
発
表
を
聴
講
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
日
身
連
の
君き
み
じ
ま島
淳じ
ゅ
ん
じ二
常

務
理
事
か
ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。「
相
談
員
の
高
齢
化
、
な
り
手
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
日
身
連
と
し
て

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
相
談
員
へ
の
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。」

　

続
い
て
、
中
・
四
国
身
体
障
害
者
相
談

員
連
絡
協
議
会
の
岡お
か
む
ら村
隆た
か

次じ

会
長
の
挨
拶

で
は
、「
身
体
障
害
者
相
談
員
制
度
は
昭

和
42
年
創
設
後
58
年
の
歴
史
が
あ
る
が
、

相
談
役
の
常
駐
化
や
、
地
域
活
動
の
推
進

役
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。」
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
か
ら
ふ
る
の
妹せ
の

尾お

恵え

い

こ
依
子
理
事

長
か
ら
「
ア
ー
ト
を
仕
事
に
」
と
題
し
た

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
か
ら
ふ
る
」
は

妹
尾
氏
が
養
護
学
校
勤
務
の
後
、
障
害
者

も
創
作
活
動
が
で
き
る
場
と
し
て
、
平
成

　　
　

竹た
け
ば
や
し林　

晃こ
う

希き

、
藤ふ
じ

野の　

美み

鈴す
ず

［
水
泳
］�

川か
わ
ぐ
ち口　

美み

き紀
、
三み

き木　

英ひ
で
の
り紀
、�

籏は
た
お
か岡　

千ち

な那

［
卓
球
］�
松ま
つ
お
か岡
希き

よ

こ
世
子
、
沖お
き

野の　

竜り
ゅ
う
き輝
、�

吉よ
し
お
か岡　

大だ
い

貴き

、
石い
し
ば
し橋　

慶け
い
い
ち一
、�

中な
か
も
と本　

千ち

ほ穂

［
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
］

吉よ
し

田だ　

孝こ
う
そ
う三
、
和わ

く

の
久
野
寛ひ
ろ
ゆ
き之
、

髙こ
う
さ
か阪　

悠ゆ
う

輝き

、
友と
も

井い

萌も

え

り
衣
里

［
ボ
ッ
チ
ャ
］

曽そ

ね根　

晃あ
き

子こ

、
小お

の野　

輝て
る

巳み

［
ボ
ウ
リ
ン
グ
］

甲か

い斐　

匠し
ょ
う
ま馬
、
上か
ん
ば
や
し林　

重し
げ

人と

［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
障
害
の
部
）］

小お

川が
わ　

慶け
い

人と

、
小お

川が
わ　

倫と
も

世よ

、

中な
か

野の　

幸こ
う
ぞ
う造
、
松ま
つ
う
ら浦　

宏ひ
ろ

樹き

、

松ま
つ
う
ら浦　

幸さ
ち

子こ

、
山や
ま
も
と本　

勇ゆ
う

基き

、

前ま
え

田だ　

拓た
く

哉や

、
井い

筒づ
つ　

康や
す

生お

、

小お

川が
わ　

芽め

い恵

　

10
月
２
日（
木
）、
鳥
取
県
米
子
市
の
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
26
回
中
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

に
、
向む
か

井い

会
長
、
上か
み

土ど

い井
理
事
、
上う
え

野の

理

事
ほ
か
10
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

中・四国ブロック身体障害者相談員研修会の様子

第
26
回
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

相談員研修会の講演を聴講する市身連参加者
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な
笑
顔
で
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
際
に
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
、
認
知
症

予
防
の
役
に
立
つ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
予
定
で
す
が
、
11
月
１
日

（
土
）は
、
呉
市
大
崎
下
島
「
御
手
洗
町
並

み
保
存
地
区
」
及
び
「
道
の
駅
西
条
の
ん

太
の
酒
蔵
」
な
ど
を
見
学
す
る
生
活
行
動

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
早
め
に
市
肢
体

協
又
は
市
身
連
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▪�

東
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

東
区
身
協
で
は
第
40
回
定
期
総
会
を
６

月
13
日（
金
）に
広
島
市
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、『
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

今
後
』
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、「
パ

ス
ピ
ー
終
了
後
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
支
払

い
や
割
引
は
ど
う
な
る
？
」を
テ
ー
マ
に
、

バ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
集
め
た
資
料
を
も

と
に
、
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
な
ど
、

み
ん
な
で
考
え
た
疑
問
や
そ
の
対
応
策
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ
と
イ
コ
カ
は
、
地
域

や
利
用
交
通
機
関
に
よ
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が

異
な
り
、
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
こ
と
が

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
を

共
有
す
る
機
会
を
得
て
大
変
有
意
義
な
話

▪
広
島
市
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

８
月
24
日（
日
）に
、
東
区
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
肢
体
協
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
小こ

谷た
に

朱あ
け

美み

先
生
で
、「
認
知
症
予
防
ゲ

ー
ム
・
ス
リ
ー
Ａ
」
と
い
う
演
題
の
講

演
・
体
験
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
20
名
で
し
た
。

　

ス
リ
ー
Ａ
と
は
、「
あ
か
る
く
」、「
あ

た
ま
を
つ
か
っ
て
」、「
あ
き
ら
め
な
い
」

の
頭
文
字
の
３
つ
「
あ
」
＝
ａ
か
ら
、
ス

リ
ー
Ａ
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
左
右
の
手

で
違
う
動
き
を
行
う
こ
と
で
奇
妙
な
動
き

に
な
り
、
場
の
空
気
が
一
転
し
て
明
る
く

な
り
、
続
い
て
お
手
玉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

や
リ
ボ
ン
を
使
っ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

を
や
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
両
手
を
前
に
伸
ば
し
て
右
手

の
親
指
だ
け
曲
げ
て
人
差
し
指
か
ら
数
を

数
え
な
が
ら
指
を
折
っ
て
い
き
ま
す
。
左

手
は
親
指
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
１
本
ず
つ
ズ

レ
な
が
ら
数
え
な
が
ら
曲
げ
て
い
き
ま

す
。
簡
単
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
意
外
と
難
し
く
頭
も
使
う
の
で
、
み
ん

　

講
演
、
取
組
事
例
発
表
を
さ
れ
た
３
人

の
方
は
い
ず
れ
も
熱
意
と
行
動
力
豊
か
な

方
で
、
大
変
勉
強
・
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
隣
接
す
る
境
港
市
の
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
視
察
し
ま
し
た
。
昨
年
４
月�

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、施�

設
も
展
示
も
新
し
く
、多
目
的
ト
イ
レ
も
完

備
、車
イ
ス
の
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
で
、館
内�

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も
親
切
・
丁
寧
で
し
た
。

　

10
月
５
日（
日
）、
広
島
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
令
和
７
年
度
市
身
連
第
４
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
９
名
、監
事
２
名
の
出
席
の
も
と
、

令
和
７
年
度
上
半
期
事
業
実
施
報
告
及
び

職
務
執
行
状
況
報
告
の
２
件
の
議
題
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
、
事
務
局
か
ら
今
後
の
市

身
連
の
事
業
計
画
の
説
明
及
び
協
力
要
請

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
来
年
度
の
中
・
四
国
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
は
、
来
年
11
月
６
日

（
日
）、
広
島
県
が
主
管
で
三
次
市
の
「
三

次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
」
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

た
取
組
」
に
つ
い
て
と
い
う
発
表
で
、
養

護
学
校
の
校
長
を
さ
れ
て
い
た
ご
自
身
が

障
害
者
と
な
り
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
を

探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
身
障
協
会
に
加

入
。
相
談
員
の
未
配
置
や
身
障
協
会
の
会

員
減
少
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
行
政
と
連
携
し
障
害
者
手
帳

交
付
時
に
身
障
協
会
の
案
内
文
書
を
配
付

し
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
身
障
協
会
や
相
談

員
の
仕
組
み
な
ど
の
周
知
を
図
る
た
め
の

広
報
活
動
、
相
談
員
の
連
携
強
化
事
業
を

展
開
さ
れ
、
形
だ
け
の
相
談
員
か
ら
持
続

可
能
な
相
談
員
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

水木しげる記念館でねずみ男と一緒の参加者

市
身
連
第
４
回
理
事
会
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▪�

第
21
回
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
（
障
害
者
と
広
響
と
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
障
害
者
の
よ
り

積
極
的
な
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
多
く
の

皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
出
演
す
る
障

害
者
に
温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
開
催
日
時

　

令
和
８
年
１
月
25
日（
日
）

　

14
時
開
場
、
15
時
開
演

　
（
17
時　

終
演
予
定
）

・
場
所　

�

広
島
国
際
会
議
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ル
（
中
区
中
島
町
１
―

５　

平
和
記
念
公
園
内
）

　

※
手
話
・
要
約
筆
記
つ
き

・
入
場
料

　
【
前
売
指
定
】�

Ｓ
席　
　

２
，５
０
０
円�

Ａ
席
大
人
２
，０
０
０
円�

　
　

小
人
１
，０
０
０
円

　
【
当
日
指
定
】�

Ｓ
席　
　

３
，０
０
０
円�

Ａ
席
大
人
２
，５
０
０
円�

　
　

小
人
１
，０
０
０
円

・
主
催　

�

広
島
市
（
主
管
・
広
島
ふ
れ
あ

い
委
員
会
）

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り　

み
ん
な
が
主
役
」

を
テ
ー
マ
に
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
皆

さ
ん
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
作

品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
始
め
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
点
字
、
手
話
）
等
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
・
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
広
島

県
歯
科
衛
生
士
会
の
歯
科
相
談
や
、
市
の

医
師
会
の
測
定
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
特
別
出
演

は
、「
広
島
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
」
と

「
カ
ー
プ
選
手
と
の
集
い
（
予
定
）」
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

感
染
症
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
催
し
の

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
日
時　

12
月
７
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
場
所　

�

広
島
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

・
参
加
費　

無
料

・
問
合
先

　
�

広
島
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

０
２
５
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
東
区
光

町
２
―
１
―
５
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
２
）２
６
１
―
２
３
３
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
）２
６
１
―
７
７
８
９

※�

無
料
送
迎
バ
ス
：
会
場
と
広
島
駅
北
口

を
往
復
運
行
予
定

・
講
師　

�

三み

き木　

幹も
と

子こ

氏
（
広
島
女
学
院

大
学
人
間
生
活
学
部
教
授
）

・
演
題

　

�

現
代
イ
ケ
メ
ン
学　

～
男
性
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
と
理
想
の
男
性
像
の
変
遷
～
（
戦

後
の
理
想
の
男
性
像
の
変
遷
を
通
し

て
、
日
本
の
女
性
の
恋
愛
観
、
結
婚
観
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
考
察
）

・
定
員　

90
名
（
参
加
料　

無
料
）

　

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
ま
す
。

・
申
込
期
限　

11
月
14
日（
金
）

・
申
込
方
法

　
�

氏
名
・
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
障

害
名
等
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
又
は
郵
送
に
よ
り
市
身
連
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪�

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

『
文
化
祭
』

　

12
月
３
日
～
９
日
は
、
障
害
者
週
間
で

す
。
障
害
へ
の
理
解
と
障
害
の
あ
る
方
に

社
会
や
文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
障
害
者
週

間
の
日
曜
日
に
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
『
文
化
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
作
品
展
示
や

ス
テ
ー
ジ
発
表
、手
話
体
験
や
点
字
体
験
、

バ
ザ
ー
等
々
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
決
算
報
告
等
を
審
議
し
総
会

を
終
え
ま
し
た
。
大
会
後
は
、
弁
当
を
買

っ
て
昼
食
会
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
感
染

症
等
の
対
策
の
た
め
談
笑
を
す
る
に
と
ど

め
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
参
加
者
が
減
少
し
、
高
齢
化
と

徐
々
に
重
た
く
な
る
障
害
の
度
合
い
に
よ

り
、
活
発
な
活
動
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
独
自
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

▪
市
身
連
「
文
化
研
修
会
」

　

障
害
者
の
文
化
教
養
の
向
上
を
図
り
、

自
立
と
社
会
参
加
促
進
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
「
文
化
研
修
会
」
を
今
年
も
実
施

し
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

・
日
時　

令
和
７
年
11
月
30
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
）

・
場
所　

広
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

５
階
大
会
議
室
１
・
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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店
が
あ
る
人
が
、
市
役
所
障
害
福
祉
課
に

申
立
書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
市
役

所
が
確
認
の
上
、
宣
言
書
と
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
宣
言
店
と
し
て
掲
載
し
ま

す
。

　

事
業
者
さ
ん
も
利
用
者
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ

の
制
度
を
利
用
・
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

宣
言
店
の
一
覧
な
ど
詳
し
く
は
、
広
島

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

屋
町
地
下
街
シ
ャ
レ
オ
）、
広
島
市
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会
（
心
障
セ
ン
タ
ー

４
階
）、
広
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
、広
島
市
役
所
障
害
福
祉
課
、

各
区
役
所
福
祉
課
、
イ
ー
プ
ラ
ス

※�

車
い
す
専
用
席
は
、
障
害
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

各
区
役
所
福
祉
課
・
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
で

は
Ａ
席
の
み
販
売
し
ま
す
。

◆
「
み
ん
な
の
お
店
ひ
ろ
し
ま
」

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
①
入
店
・
サ
ー
ビ
ス
拒
否
を
し
な

い
、
②
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
、
③
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
大
切
に
す
る
と
い
う

「
３
つ
の
心
構
え
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実

践
す
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
宣
言
す
る
事
業
者
を
「
み
ん
な
の
お
店

ひ
ろ
し
ま
」
宣
言
店
と
し
て
公
表
。
取
組

内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

そ
の
取
組
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
障
害
の

あ
る
人
と
な
い
人
が
相
互
理
解
を
深
め
、

障
害
者
差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
者
さ
ん
自
ら
又
は
推
薦
し
た
い
お

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
部　

和
太
鼓
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
ゲ
ス
ト
：
今い
ま
ふ
く福　

優ゆ
う

（
和
太
鼓
奏
者
））

⑴　

広
響

♪�

ラ
ヴ
ェ
ル
：
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓

　

～
メ
ヌ
エ
ッ
ト

♪�

川か
わ
さ
き崎　

優ま
さ
る：
祈
り
の
曲
第
一
《
哀
悼

歌
》

⑵　

ゲ
ス
ト
と
和
太
鼓
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

⑶　

ゲ
ス
ト
と
和
太
鼓

♪
生
命
の
詩

第
２
部　

合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
ゲ
ス
ト
：
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
）

⑴　

合
唱
と
広
響

♪
青
い
空
は

♪
折
り
鶴

⑵　

ゲ
ス
ト
と
広
響

♪
青
空
を
語
り
合
お
う

♪
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機

⑶　

ゲ
ス
ト
と
合
唱
と
広
響

♪
花
は
誰
の
も
の
？　

⑷　

全
員
合
唱
「
ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
」

・
お
問
合
せ
先

　

広
島
市
役
所
障
害
福
祉
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
２
）５
０
４
―
２
１
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
）５
０
４
―
２
２
５
６

・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

　

�

エ
デ
ィ
オ
ン
広
島
本
店
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

（
東
棟
９
階
）、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
紙

広島市内の全ての飲食店・小売店・サービス事業所が対象です。

あなたのお店も宣言店になりませんか

筆談ボード
やコミュ

ニケーショ
ンボード

を用意して
います！

スロープや
手すりを

設置してい
ます！

点字メニュ
ーや

チラシの音
訳を

行っていま
す！

手話の勉
強会や

対応マニ
ュアルを

策定して
います！

詳しい内容や、宣言店となる手続きについては、
広島市のホームページをご覧ください。

「みんなのお店ひろしま」宣言 検索

宣言店に加入するメリットは？
●SDGsに取り組み、社会的責任を果たしている事業者として、企業イメージの向上が期待できます。
●広島市ホームページに企業名や取組内容等を掲載します。
●印刷物やホームページにシンボルマークを使用して、お店の広報に活用できます。
　※使用料無料、要申請

障害のある人もない人も、誰もが利用しやすく心あたたまる

みんなのお店
ひろしま宣言

　広島市では、障害のある人もない人も、誰もが安心してサービスを利用できるようにするために大切
な３つの心構えを掲げ、そのための取組を行っていることを宣言するお店を「みんなのお店ひろしま」
宣言店として公表し、その取組内容等を、市のホームページで紹介しています！

宣言店になったら、市ホームページでお店の情報や取組内容を紹介し、
シンボルマークの入った宣言書やステッカーを交付します！
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この会報は、赤い羽根
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